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1. 概要

株式会社シンク・フジイでは約 15年前より重機向け安全管理補助器具「ばか騒ぎ」シリー
ズのレンタル・販売を行ってきた。このたび「ばか騒ぎ-3L」（ばかさわぎ-さんえる）を新た
に開発し、シリーズに加えて市場投入を開始したのでここに紹介する。
従来型「ばか騒ぎ」は重機内でリモコンからの信号を重機オペレータに知らせる手段がサイ

レンの「音」であるのに対し、「ばか騒ぎ-３L」では LEDライトの「光」の点滅とした。
また、リモコンの 3 つのボタンのそれぞれに対応した赤・黄・青の 3 色の LED が光ること

により、重機オペレーターはリモコン信号の着信時に 3 種類の情報を識別することが可能と
なる。

2. 従来型「ばか騒ぎ」のしくみ

あらためて従来型「ばか騒ぎ」の使用法を述べる。例えば上図の通り重機に接近したい作業
員がリモコンのボタンを押すと重機内の小型サイレンが鳴動し、重機のオペレーター（以下、
重機オペと省略）が気付く。重機オペは重機を停止させ、周囲を確認して作業員の存在に気付
くとサイレン音を止めるためにストップボタンを押す。ストップボタンが押されると重機屋
根上の回転灯（フラッシュライト）が点滅する。作業員は回転灯の点滅を見て重機オペが気付
いたことを確認（相互確認）でき、安全に重機に接近することができる。

3. 「ばか騒ぎ」への顧客からの要望と改良に至る経緯



これまで「ばか騒ぎ」を多くの顧客にレンタル・販売を行ってきたが、顧客の改良要望として
最も多かったのが信号着信時のサイレン音をライトに変更してほしいというものだった。 
「ばか騒ぎ」を使用する第一の目的は作業員や監視員が重機オペに危険を知らせることであ
る。この場合、重機オペが確実に気付く音量でサイレンを鳴らすのは必要なことであるが、単に
作業員が連絡のため気付いてほしいだけの場合、重機オペが驚くほどの音量は必要ない。また、
「ばか騒ぎ」は重機内だけではなく作業現場内に置いて複数の作業員に対して合図を送る目的
で使用されることもあるが、特に住宅地で夜間に使用する場合、周囲への配慮として「音」では
なく「光」で合図を送りたいというケースもあった。 
もちろん、シンク・フジイではこれらの要望を無視してきたわけではなく、都度、「ばか騒ぎ」
のサイレンの部分をライトに変更するなどして顧客毎に対応してきた。 
今回、これらの要望を踏まえ、従来型「ばか騒ぎ」の相互確認、手軽なリモコンなど優れた点
はそのまま、重機オペに知らせる手段として「光」を用い、また、リモコンのボタンが 3種類あ
ることを利用して重機内の「光」を 3つのボタンに対応した 3種の「光」赤・黄・青を点滅させ
る 3回路版の「ばか騒ぎ-3L」を開発するに至った。 

4. 「ばか騒ぎ-３L」のしくみ 
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「ばか騒ぎ-３L」の標準型では作業員が持つリモコンの 3つのボタンが赤・黄・青に色分けさ
れている。 



作業員がリモコンの赤色のボタンを押すと重機内の 3色 LEDライトが赤色光で点滅し、同
様に黄色のボタンを押すと LED ライトが黄色で点滅し、青色ボタンを押すと LED ライトが
青色で点滅する。
この 3 種類の光信号にどのような意味を持たせるかは顧客により自由であり、重機オペや
作業員の間で予め打ち合わせておくべきことである。 
運用例として上図のような 赤；警報 黄；注意 青；連絡 という区別を示した。リモコ
ン信号着信と同時に重機オペはその合図の重要度や緊急度を一瞥で判断できる。 
例えば重機内の LEDライトが赤色点滅（危険・避難）した場合、重機オペは直ちに重機を
停止させ周囲を確認、または避難するなど緊急対応を行うが、青色点滅（要連絡）の場合、バ
ケット操作が一区切りついたところで重機を止めて連絡を入れれば良い、など重機オペが点
滅色によって信号着信と同時に判断することができる。 

4-2 ばか騒ぎ-3L 用 3 色 LEDライト 
 重機運転席前方で重機オペの視界に入る場所に取り付ける。 

3色 LEDライト（ケーブル 5ｍ）    3 色ライト背面 マグネット     点灯状況（赤色発光時） 

4-3 ばか騒ぎ-３L 重機内設置例 
ばか騒ぎ-３L も従来型と同様に、お客様が重機内に設置を行うことを基本とする。重機の
種類により機器配置場所や配線経路は変える必要がある。 



5. 「ばか騒ぎ-３L」の他の運用例 
「ばか騒ぎ-３L」も従来型と同様、重機と作業員との連絡以外にも応用できる。 

5-1 監視員がリモコンを持ち、重機周辺を監視する。 

監視員は重機の周囲に気を配り、重機の回転半径に侵入する作業員がいた場合に重機オペ
に警報を送る。 

5-2 監視員がリモコンを持ち、斜面崩落の危険がある場所での重機作業を監視する。 

監視員は重機作業を行っている背後の斜面を監視し、崩落の兆候があった場合に重機に警
報を送る。重機オペは直ちに作業を中止して予め決められたルートで避難する。 

5-3 「ばか騒ぎ-３L」を屋外に配置し、重機から土砂積み込み完了時の合図をトラックに送
る。 



5-4 3 色 LEDライト出力部を他の大型ライトや警報機器に接続する場合 
ばか騒ぎ-3L の 3 色ライト出力はDC12V 各色 0.2Ａまでの出力制限があり、これを超える
電流値のライトはそのままでは接続できない。「ばか騒ぎ-3Ｌ」のリモコンでより大きな電
流の流れる機器（大型のライトやサイレンで他の電源を使用するもの）を稼働させる場合
は、「ばか騒ぎ-3Ｌ」にリレーボックス（オプション）を接続して大電流機器のスイッチを
ON/OFF させるようにする。 
また、シンク・フジイの地盤観測機器「のび太安全管理警報システム」と連携させ、ばか騒
ぎ用接点入力送信機（オプション）を接続して自動観測の警報を重機に送ることも可能であ
る。 

  リレーボックスによる大型警報機の接続       地盤観測システムとの連携 

6. おわりに 
「ばか騒ぎ」「ばか騒ぎ-3L」は小型で手軽なリモコンで素早く信号を送信でき、システムが

シンプルで仕組みの説明や作業員の理解も容易である。今回の改良で警報に 3 色のライトを
使用することにより手軽な意思伝達装置として重機以外への運用も広がることが期待される。
今後、「ばか騒ぎ-3L」でも従来型「ばか騒ぎ」と同様に NETIS（国土交通省新技術情報提供
システム）への登録を目指しており、「ばか騒ぎ-3L」および従来型の「ばか騒ぎ」と「ばか騒
ぎ-TR」（トランシーバータイプ）に加え、さらにスマートフォンで連絡するタイプの「WiFi
型ばか騒ぎ」も現在開発中である。重機に限らず、手軽な通信装置が求められる場合があれば
シンク・フジイに是非ご相談頂きたい。 

リレーボックス

のび太システム

ばか騒ぎ
送信機

重機


